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コンピ指数

※コンピ指数・オッズ結果表の中でコンピ指数の指数差が２以上の場合は仕切り線を入れています。また、単オッズは最終オッズを掲載しています。
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オッズ順位

コンピ・オッズ差

88

3.3

1

70

3.6

2

65

4.6

3

56

7.8

4

54

9.1

5

53

18.6

7

－1

52

9.8

6

1

48

119.1

10

－2

47

26.4

8

1

42

255.5

11

－1

 

41

64.8

9

2

カデナ
８８-４７-５４
１１-１０-４

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

勝ち馬

コンピ配列

馬番

指数順位

配当　単勝＝330円　馬連＝4360円　馬単=5480円　３連複=9480円　３連単=46720円
◆17年 ここがポイント◆
　「指数１、２位」が軸候補。指数１位８８＝３．３倍と、指数２位７０＝３．６倍との間には「１８」の指数差があり、ともに「７、８枠」「前走３着以内」優位の傾向に合っていた。１位が前走Ｇ３勝ち、２位が前走５００万勝ち。ならば軸は指数１位で、
これが１着カデナ（２位は着外）。先に３着について解説するが、指数５位５４＝９．１倍は、指数４位５６＝７．８倍との間に「２」の指数差、指数６位５３＝１８．６倍との間に２倍強のオッズ断層がある前走・重賞３着馬だから、
押さえるのは楽なはず。２着の選択がカギで、指数９位４７＝２６．４倍。指数１０位４２＝２５５．５倍との間に「５」の指数差、９倍強のオッズ断層がある「１」の上昇馬。ただ法則３つ合致馬は、これまで劣勢なので買えたら偉い！

※コンピ・オッズ差で
　２以上上昇している馬は色分けしています=１着 =２着 =３着

過去５年で１３頭出現の「指数６位以内」が中心で、軸候補は「指数１、２位」。相手は「指数３～６位」で、
２２年の要注意馬は「４、５位」だ！　穴馬では以前より頻出の「指数９位＆指数４７、５１、５３」に要注意。

Compi grade race capture guide 2022年3月2日(水)毎週水曜日発行 税込200円

　  　　　　弥生賞ディープインパクト記念　過去５年コンピ指数・オッズ結果表

２０１７年

G2 弥生賞  
                                    ディープインパクト記念

6日（日）中山 芝 2000㍍

　“コンピ指数重賞攻略ガイド”第７０３回はＧ２・弥生賞ディープインパクト記念。中波乱まで。軸候補は「１、２番人気」。
　  相手は「３～６番人気」「前走３着以内」「７、８枠」「前走・ホープフルＳ組」が中心。穴で「８～１０番人気」を要検討。

コンピ指数

単オッズ

オッズ順位

コンピ・オッズ差
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ダノンプレミアム
８２-７３-５６
９-８-３

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

勝ち馬

コンピ配列

馬番

指数順位

配当　単勝＝180円　馬連＝300円　馬単=450円　３連複=500円　３連単=1320円
◆18年 ここがポイント◆
　軸候補は「指数１、２位」「１、２番人気」。１番人気の指数１位８２＝１．８倍と、２番人気の２位７３＝３．６倍の間には、「９」の指数差、ジャスト２倍のオッズ断層。ともに傾向優位の「７、８枠」「前走（格不問）、
３着以内」（１位は朝日杯ＦＳ勝ち、２位は東スポ杯２歳Ｓ勝ち）と、買い材料は互角。でも、結果はどちらでもＯＫだった。指数１位が１着のダノンプレミアム、２位が２着のワグネリアンだった。３着は、
指数４位５６＝８倍で、３位６８＝４．７倍との間に「１２」の指数差、５位５５＝５８．８倍との間に７倍強のオッズ断層があり、前走・ホープフルＳで２着なら、誰でも押さえられるはず。

２０１８年

コンピ指数

単オッズ

オッズ順位

コンピ・オッズ差
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メイショウテンゲン
４７-５４-５８
１０-５-８

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

勝ち馬

コンピ配列

馬番

指数順位

配当　単勝＝3910円　馬連＝32600円　馬単=69140円　３連複=38960円　３連単=457370円
◆19年 ここがポイント◆

　馬券になった３頭は、押さえにはできるが軸にはしづらい。１着メイショウテンゲンは、指数９位４７＝３９．１倍で１０位４０＝２３７．４倍との間に「７」の指数差、６倍強のオッズ断層がある「１」の上昇馬と法則３つに合致。
好走条件の「７、８枠」に加え、穴傾向の「７～１０番人気」にも該当。２着は指数６位５４＝２０．２倍で７位４９＝３７．７倍との間に「５」の指数差があり５位５５＝１０．１倍との間にジャスト２倍のオッズ断層があり、さらに
好走条件の 「前走３着以内（格不問）」「４、５枠」にも該当。３着は指数４位５８＝７．３倍で３位６１＝５．３倍との間に「３」の指数差がある「７枠馬」。本来の軸候補の「指数１、２位」は、道悪も影響して沈んだが、翌年には復活する傾向がある。

２０１９年
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コンピ指数

単オッズ

オッズ順位

コンピ・オッズ差

サトノフラッグ
７６-８０-６７
１-８-１０

指数順位 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

勝ち馬

コンピ配列

馬番

配当　単勝＝280円　馬連＝370円　馬単＝690円　３連複＝420円　３連単=1510円
◆20年 ここがポイント◆

　軸候補の「指数１～２位」は、ともに沈んでも翌年に復活する。指数１位８０＝２．５倍は２位７６＝２．８倍との間に「４」の指数差がある「７、８枠」「前走３着以内（格不問）」の好走条件に該当。指数２位
７６は３位６７＝３．９倍との間に「９」の指数差がある「前走勝ち」。軸はどちらでもＯＫ。１位であれば２着（ワーケア）、２位であれば１着サトノフラッグだった。３着は、指数３位６７＝３．９倍で４位５６＝１４．２倍との間に「１１」
の指数差、３倍強のオッズ断層がある「８枠」。なお、２、３着は「前走・ホープフルＳ組」で３年連続の出現。１７年にＧ１に昇格しており、このレースと同じ舞台だけに「朝日杯ＦＳ」よりも有力ローテだ。

２０２０年
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コンピ指数

単オッズ

オッズ順位

コンピ・オッズ差

タイトルホルダー
５５-６９-９０
４-１０-２

指数順位 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18

勝ち馬

コンピ配列

馬番

配当　単勝＝1790円　馬連＝5060円　馬単＝13600円　３連複＝810円　３連単=23580円
◆21年 ここがポイント◆

　軸候補の指数１位９０＝１．３倍と２位６９＝４．９倍の間には「２１」の指数差＆４倍弱のオッズ断層。１位が「前走３着以内」＋「前走・ホープフルＳ」、２位が「前走３着以内」＋「７、８枠」の好走条件に
それぞれ該当。「１位が９０」の場合は過去【３１０２】、「１位が９０の時の２位」は【２１２１】とほぼ互角であり、軸としては双方ＯＫ。１位が３着ダノンザキッド、２位が２着シュネルマイスターだった。
１着タイトルホルダーは、指数６位５５＝１７．９倍で、その前後に断層はないが、「２」の上昇馬であり「前走・ホープフルＳ」の好走条件に該当。当年の見出しに「５、６位は要注意」と打っており、的中は容易だったはず。

２０２１年
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